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1 パワースイッチをOFFにする
2 グローブボックスを開き、ダン
パーステーのピンをはずす

3 グローブボックス側面を内側に
押して上部のツメを片側ずつは
ずし、下部のツメをはずしてと
りはずす

4 フィルターカバーのロックをは
ずし（ ）、ツメからフィル

警告
■タイヤの性能を発揮するために

適正なタイヤ空気圧を維持してくださ
い。
タイヤ空気圧が適正に保たれていない
と、次のようなことが起こるおそれが
あり、重大な傷害におよぶか、最悪の
場合死亡につながるおそれがあります。

●過度の摩耗

●偏摩耗

●操縦安定性の低下

●タイヤの過熱による破裂

●タイヤとホイールのあいだからの空
気漏れ

●ホイールの変形、タイヤの損傷

●走行時にタイヤが損傷する可能性の
増大
（路上障害物、道路のつなぎ目や段差
など）

注意
■タイヤ空気圧の点検・調整をしたあ
とは

タイヤのバルブキャップを確実に取り
付けてください。

バルブキャップをはずしていると、ほ
こりや水分がバルブに入り空気が漏れ、
タイヤの空気圧が低下するおそれがあ
ります。

エアコンフィルターの交換

エアコンを快適にお使いいただ
くために、エアコンフィルター
を定期的に交換してください。

交換するには
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ターカバーを抜き（ ）、フィ
ルターカバーを取りはずす

5 フィルターケースを取りはずす

6 フィルターケースからフィル
ターを取りはずし、新しいフィ
ルターと交換する

“ UP”マークの矢印が上を向くよう
に取り付けます。

知識
■エアコンフィルターの交換について

●エアコンフィルターは下記の時期を目

安に交換してください。
15000km［7500km※1］ごと、た
だし12ヶ月をこえないこと※2

※1大都市や寒冷地など、交通量や粉じん
の多い地区

※2芳香剤などの使用により脱臭寿命が著
しく低下する場合があります。エアコ
ンの臭いが気になりだしたらフィル
ターを交換してください。

●エアクリーンモニター装着車：専用の
トヨタ純正品フィルターに交換してく
ださい。専用のトヨタ純正品フィル
ター以外のものに交換した場合、エア
コンのエアクリーンモニターをONに
しても十分な効果が発揮されません。

■エアコンの風量が減少したときは

フィルターの目詰まりが考えられますの
で、フィルターを交換してください。

注意
■エアコンを使用するときの注意

●フィルターを装着せずにエアコンを
使用すると、故障の原因になること
があります。必ずフィルターを装着
してください。

●フィルターは、交換するタイプです。
水洗いやエアブローによる清掃はし
ないでください。
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掃除機などを使用して吸入口／
フィルターのほこりを取り除く
必ず吸引してほこりを取り除いてくださ
い。エアガンなどを使用すると、ほこり
が押し込まれてしまいます。（ P.295）

次の要領で吸入口カバーを取りは
ずして、フィルターを清掃してく
ださい。
1 パワースイッチをOFFにする

注意
■フィルターカバーの破損を防ぐため
に

フィルターカバーのロックをはずすと
きに、フィルターカバーを矢印の方向
に動かす際は、ツメに無理な力がかか
らないように注意してください。ツメ
が破損するおそれがあります。

駆動用電池冷却用吸入口／
フィルターの清掃

燃費性能の低下を防ぐために、
駆動用電池冷却用吸入口にほこ
りがたまっていたり、目づまり
したりしていないか、定期的に
点検してください。ほこりがた
まっているときやマルチイン
フォメーションディスプレイに
“駆動用電池の冷却部品のメン
テナンス必要 取扱書を確認”
が表示されたときは、次の要領
で清掃してください。

吸入口の清掃

ほこりを取り除ききれないとき
は


